
賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退
（議長は採決に加わりません）

審議結果〈9月定例会〉

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議長

議
決
結
果

宇
井

　伸
征

伊
橋
孝
太
郎

行
橋

　千
春

橋
本

　孝
之

萩
原

　宏
紀

佐
藤

　利
治

佐
藤

　幸
三

飯
田

　良
一

菅
澤

　博
隆

髙
坂

　恭
子

勝
又

　一
徳

土
井

　秀
敏

石
渡

　悦
子

鵜
澤

　
　茂

請願
第 3号

消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める請
願書…幅広い世代の消費者被害を防止、救済するために、特定商取引法の
抜本的改正を求める意見書を国会及び政府に対し、提出することを要望す
るもの。

請願者　千葉県弁護士会　会長　菊地秀樹

採択 
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

発議案
第 6号

議会議員の請負状況の公表に関する条例の制定…議員個人が多古町と請負
契約をした場合における請負の状況を公表することなどにより、請負の状
況の透明性を確保し、議会の運営の公正及び事務の執行の適正を図ること
を目的とするもの。

発議者　飯田良一議員ほか 5名

可決 
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

発議案
第 7号

圏央道（大栄・横芝間）の早期完成に関する決議…圏央道（大栄・横芝間）
の早期完成を目指すための必要な予算確保や、第 3滑走路近接箇所に空港
ポテンシャルを活かした休憩施設の設置などを要望するもの。

発議者　石渡悦子議員ほか 4名

可決 
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

発議案
第 8号

成田空港の更なる機能強化に関する決議…機能補償道路の計画内容等に関
する地区説明の実施、住宅防音工事の早期完成、環境対策範囲の拡大を要
望するもの。

発議者　石渡悦子議員ほか 4名

可決 
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

発議案
第 9号

特定商取引法平成 28 年改正における 5 年後見直しに基づく同法の抜本的
改正を求める意見書…請願第 3号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い関係行
政官庁に意見書を提出するもの。

発議者　橋本孝之議員ほか 5名

可決 
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

発
議
案
第
９
号

特
定
商
取
引
法
平
成
28
年
改
正
に
お
け
る
５
年
後
見
直
し
に
基

づ
く
同
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
意
見
書

１
．�

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
つ
い
て
、
消
費
者
が
あ
ら
か
じ

め
拒
絶
の
意
思
を
表
明
し
た
場
合
に
は
勧
誘
し
て
は
な
ら
な
い

制
度
と
す
る
こ
と
及
び
事
業
者
の
登
録
制
を
導
入
す
る
こ
と

２
．�

S
N
S
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
通
信
販
売
の
勧
誘

等
に
つ
き
、
行
政
規
制
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
を
認
め
る
こ
と
、

及
び
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
S
N
S
事
業
者
等
に
対
し
、

相
手
方
事
業
者
等
を
特
定
す
る
情
報
の
開
示
を
請
求
で
き
る
制

度
を
導
入
す
る
こ
と

３
．�
連
鎖
販
売
取
引
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る
登
録
・
確
認
等
の
開
業

規
制
を
導
入
す
る
こ
と
及
び
規
制
を
強
化
す
る
こ
と

　9
月
19
日
、
採
択
し
た
請
願
に
か
か
る
意
見
書
案
が
発
議
さ
れ
、

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
、
議
長
名
で
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
に
か
か
る

　意
見
書 

を
可
決
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令和4年度決算に対し討論令和4年度決算に対し討論討論
賛成

石渡 悦子 議員

　
一
般
会
計
決
算
の
実
質
収
支
は
、
前

年
比
1
億
3
0
0
0
万
円
超
の
増
で
、

7
億
2
6
0
0
万
円
余
の
計
上
と
な

り
ま
し
た
。

　
圏
央
道
や
成
田
空
港
機
能
強
化
策
に

伴
う
土
地
譲
渡
所
得
等
に
よ
り
、
個
人

町
民
税
の
増
が
顕
著
で
あ
り
収
入
済
額

前
年
比
約
1
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
、
現
年
課
税
分
と
滞
納
繰

越
分
の
収
入
未
済
額
は
4
0
0
0
万

円
超
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
生
活
の
両

極
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
に
加
え
、
原
油
高
に
よ
る
光
熱
費

等
の
増
、
物
価
高
騰
に
よ
り
住
民
生
活

は
増
々
厳
し
さ
が
拡
大
し
ま
し
た
。
担

税
納
力
に
応
じ
た
分
納
相
談
や
納
税
計

画
、制
度
活
用
に
よ
る
軽
減
・
免
除
等
々

各
課
の
連
携
し
た
取
り
組
み
で
、「
住

民
の
く
ら
し
」
を
思
い
や
る
暮
ら
し
や

す
い
町
づ
く
り
を
求
め
ま
す
。

住
民
福
祉
の
向
上
を

　
財
政
調
整
基
金
残
高
は
22
億
2 

4
0
0
万
円
余
で
あ
り
、
各
種
基
金

と
の
合
計
で
37
億
6
0
0
0
万
円
余

の
保
有
高
と
な
り
ま
す
。
財
政
調
整
基

金
は
、
町
が
今
後
様
々
な
事
業
を
行
う

上
で
必
要
な
財
源
で
あ
る
と
の
位
置
づ

け
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
町
民
が
納
税

の
義
務
を
果
た
す
べ
く
一
生
懸
命
働
い

て
い
き
た
そ
の
積
み
上
げ
で
も
あ
り
ま

す
。
今
、
こ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
多
古

町
民
の
く
ら
し
を
守
り
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
期
す
る
き
め
細
や
か
な
施
策
の

充
実
を
図
る
政
策
的
財
源
と
し
て
、
有

効
か
つ
効
果
的
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
切
望
し
ま
す
。

賛成

佐藤 幸三 議員

　
本
決
算
審
査
に
お
い
て
、
議
員
諸
氏

の
細
か
な
質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
の

決
算
額
に
い
た
る
経
緯
・
裏
付
け
等
、

き
め
細
か
な
説
明
に
十
分
理
解
で
き
ま

し
た
。

　
予
算
の
執
行
及
び
関
連
す
る
事
務
の

処
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

歳
入
歳
出
決
算
に
お
い
て
も
各
会
計
が

黒
字
決
算
で
あ
り
歳
出
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
計
画
的
で
効
率
性
を
考
慮

し
た
も
の
で
あ
る
と
会
計
監
査
委
員
か

ら
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
に
お
い
て
は
空
港
を
見
下

ろ
す
眺
望
公
園
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
た
こ
と
、
あ
じ
さ
い
公
園
に
遊
具
施

設
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
。

　
教
育
費
に
つ
い
て
は
小
・
中
学
校
す

べ
て
の
児
童
生
徒
に
パ
ソ
コ
ン
が
配
付

さ
れ
、
I
C
T
教
育
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
等
々
着
実
に
予
算
の
執
行
が
行
わ

れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。
ま
た
不
時

の
支
出
に
備
え
て
の
財
源
が
充
分
に
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、農
業
支
援
策
・

施
設
経
年
劣
化
が
著
し
い
水
道
事
業
対

応
策
等
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

空
港
機
能
強
化
や
間
近
に
迫
っ
た
圏
央

道
開
通
に
関
連
し
て
の
新
た
な
町
づ
く

り
に
向
け
て
着
実
に
進
ん
で
い
る
行
政

で
あ
る
事
を
評
価
し
、
令
和
4
年
度

決
算
審
査
８
議
案
の
認
定
に
つ
い
て
賛

成
と
し
ま
す

　
各
課
長
・
室
長
・
職
員
の
皆
様
に
は

深
く
感
謝
し
ま
す
と
共
に
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
尽
力
を
期
待
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
行
政
を
評
価

反対討論はありませんでした


